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令和７年度畜産経営診断指導（畜産コンサル）実施結果
　令和７年度の畜産経営診断指導（酪農経営５戸、
肉用牛経営３戸、養豚経営４戸）の技術及び経営成
績を県指標値と比較し、改善方策等を整理しました
ので紹介します。なお、詳細は当協会ホームページ
に掲載しておりますので、併せてご覧ください。

【酪農経営】
　乳価引き上げに加え、自給飼料・粕類等の活用に
より平均乳飼比が57.9％と昨年（64.6％）から大き
く低減されました。経産牛１頭当り乳量は平均
9,701㎏と昨年（9,655㎏）から２年連続で県指標値
を達成しており、所得率は平均9.8％と昨年（6.7％）
に比べて3.1％上昇しています。一方で、平均乳量
の向上や暑熱被害の影響で診療種付費の大幅な増加
が見られ、修繕費等固定費についても前年平均に比
べて大きく増加しているため、高乳量を支える良質
な粗飼料基盤の構築・暑熱対策の強化による疾病低
減の取り組みと、設備投資も視野に入れた増頭によ
る相対的な固定費低減の取り組みが重要です。
　また、経産牛平均分娩間隔は14.8ヶ月と繫殖管理
技術の向上を受けて短縮傾向にあります。指標を達
成するあと一歩として、初回受精日数平均91.5日を
短縮するために、乾乳期のBCS維持、分娩後フレッ
シュチェックの実施など、乾乳～産褥期管理の強化
が重要です。

区　　分 単位 ７年度 指標値
乳 飼 比 ％ 57.9 50以下

経産牛１頭当り産乳量 kg 9,701 9,500以上

経産牛平均分娩間隔 ヶ月 14.8 14以内

経産牛平均種付回数 回 2.3 2以内

【肉用牛経営】
　牛枝肉価格については前年を上回って推移してい
るほか、子牛価格も頭数不足のため上昇傾向にある
ことから、繁殖経営では収入増加の要因となる一方、
肥育経営では生産費増加の要因となっています。こ
のため、両経営とも生産費低減や子牛・肥育牛の出

荷率向上等の対策が重要となります。
　そのような中、事故率で指標値を達成した経営は
なく、観察強化による異常の早期発見・対処や衛生
的な飼養環境の整備、清掃・消毒やワクチン等によ
る対策が必要となります。
　一方で、肥育経営における枝肉重量、枝肉格付４
等級以上率は指標値を達成しており、肥育技術の向
上が見られました。その反面、出荷月齢は29.4ヶ月
齢と指標値を上回る結果となっており、上記の衛生
対策と合わせ、飼養管理の改善が重要です。

区　　分 単位 ７年度 指標値

事 故 率 ％ 5.4 繁殖3以下
肥育2以下

出 荷 月 齢 ヶ月 29.4 28以内

枝肉格付４等級以上率 ％ 92.8 80以上

枝 肉 重 量 kg 551 490以上

【養豚経営】
　離乳から受胎平均日数が14.8日と前年（13.2日）
から伸びており、この影響で分娩間隔も長期化して
います。離乳後の発情再起の遅れが原因であるため
授乳期の母豚が栄養不足にならないよう管理する必
要があるほか、母豚の管理観察強化、母豚更新の判
断を的確に実施するなど基本的事項の徹底を図る必
要があります。
　また、肉豚平均事故率が指標を上回っており、母
豚１頭当り肉豚出荷頭数減少の要因となっています。
疾病の原因特定と治療のほか、豚舎の隙間風対策、
衛生状況改善、換気や水洗・消毒の強化、ワクチン
プログラムの見直しが必要です。加えて、離乳時の
発育遅れの対策として、授乳中の栄養管理から見直
すことも重要です。

区　　分 単位 ７年度 指標値
離乳から受胎平均日数 日 14.8 12以内

分 娩 間 隔 日 154.1 150以上

肉 豚 平 均 事 故 率 ％ 5.2 5以下

母豚１頭当り肉豚出荷頭数 頭 23.8 22.8以上
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　７月15日～17日、TKPガーデンシティ御茶ノ水
（東京都）にて公益社団法人中央畜産会が主催する
新任基礎研修が開催されました。
　この研修会は、畜産会組織の円滑な経営支援及び
総務・経理業務に資するため、新任職員を対象とし
て業務に必要な基礎的知見を付与することを目的と
したものであり、全国から45名の受講がありました。
　業務課の谷川が経営指導編の講師として参加し、
「10年先を見据えて畜産会組織が取り組むべきこ
と」をテーマとした講演、畜産経営指導におけるコ
ンサルテーションの基礎やコンサルテーション実施
のポイントと心構え等について、新潟県での実例を
用いながら解説しました。
　また、受講者同士による「畜産会組織において業
務をどのように進めていくのか」、「畜産会組織と生
産者や関係機関との付き合い方」をテーマとしたグ
ループディスカッションでは、アドバイザーとして
各グループを回り、自身の経験を踏まえた助言を行
いました。各受講者は積極的に畜産会組織の発展に
ついて意見交換し、研修を通じて得られたことや今
後学んでいきたいことなどを意欲的に話していたこ
とが印象的でした。
　新任職員に対する講師は初めての経験であり、
様々な角度から多くの意見を聞くことができたこと
は、講師自身の成長にもつながる有意義な研修であ
ったと感じています。

　初めまして。４月に新潟県畜産協会へ入会し、業

務課に配属された稲葉未紘（いなば みひろ）と申

します。

　趣味は、たくさん食べること、馬に乗ること、動

物と触れ合うことです。乗馬は途中で少しお休みし

た時期もありましたが、ご縁があって小学校５年生

から現在までずっと続けられています。乗馬以外で

も、幼い頃から猫や犬と暮らし、動物園や牧場へ頻

繫に通い、アシカの飼育に携わらせていただくなど、

常に動物が近くにいる環境で過ごしてきました。

　地元に貢献したい、動物に関わるお仕事がしたい

という思いから、入会を志しました。農家さんに寄

り添った経営指導や、農家さんも家畜も快適な環境

づくりができるよう、畜産についての知識を身につ

けていきたいです。また、新潟の畜産物の良さをア

ピールし、消費者に安定的に提供することにも積極

的に取り組みたいです。

　入会して２ヶ月ほどが経ちますが、家畜がかかわ

る伝統行事の視察やコンサル業務の同行など、学び

が多く、非常に充実した日々を送らせていただいて

おります。今後も探求心を忘れず業務に励んでいき

たいです。至らぬ点もあるかと存じますが、ご指導

ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

中央畜産会主催～新任基礎研修～
講師として谷川業務課長が参加

新入職員紹介新入職員紹介



伊藤会長挨拶伊藤会長挨拶 祝辞を述べる祝辞を述べる
神部新潟県農林水産部部長神部新潟県農林水産部部長
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　令和８年度定時総会を６月24日に新潟市西区の全
国農業協同組合連合会新潟県本部ビルで開催しまし
た。内容は以下のとおりです。
１　議事の経過
　　出席会員数

　正会員47名中、本人出席16名、書面出席31名の
全員出席により、令和８年度定時総会が成立しま
した。

２　会長挨拶
３　新潟県農林水産部 神部部長祝辞
４　議事録署名人の選任（２名）

・新潟県農業信用基金協会
　　専務理事　小幡 浩之　氏
・一般社団法人
　新潟県配合飼料価格安定基金協会
　　常務理事　玉木 　勇　氏

５　提出議案
第１号議案　令和７年度事業報告及び収支決算報

告について
第２号議案　公益社団法人新潟県畜産協会定款の

一部改正について
第３号議案　役員改選について
第４号議案　令和８年度会費について
第５号議案　役員の報酬等及び費用に関する規程

の一部改正について
第６号議案　役員報酬等の決定について
附帯決議

６　報告事項

〇　結果の概要
　提出６議案と附帯決議は出席者全員の挙手と書面
による賛成で原案どおり成立し、報告事項も全員の
了解を得ました。なお、総会終了後に開催した理事
会で会長、副会長（２名）、専務理事を互選しました。

令和８年度定時総会の開催 役 員 紹 介役 員 紹 介

にいがた和牛推進協議会総会報告にいがた和牛推進協議会総会報告

〇 理事13名、監事３名

役　　名 氏　　　名 備考

会　　　長 伊　藤　能　徳 再 任

代 表 理 事 副 会 長 高　野　　　洋 再 任

業務執行理事副会長 井　畑　明　彦 再 任

専 務 理 事 朝比奈　　　均 再 任

理　　　事 阿　部　　　渉 再 任

理　　　事 島　本　春　幸 再 任

理　　　事 佐々木　　　豊 再 任

理　　　事 藤　田　　　毅 再 任

理　　　事 加　藤　　　弘 再 任

理　　　事 齋　藤　松　郎 再 任

理　　　事 吉　田　文　彦 新 任

理　　　事 羽　深　真　一 再 任

理　　　事 伊　花　純　雄 新 任

監　　　事 永　井　　　充 再 任

監　　　事 村　岡　徹　雄 新 任

監　　　事 徳　本　好　彦 新 任

　にいがた和牛推進協議会（会長  花角英世知事）
は、６月９日に新潟市西区の全国農業協同組合連合
会新潟県本部ビルにおいて総会を開催し、委任状を
含め21会員中20会員が出席しました。
　高野副会長（全国農業協同組合連合会新潟県本部
長）が議長を務め、提出された収支決算、収支予算
等３議案はすべて原案どおり承認されました。
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１　はじめに

　北海道で開催される第13回全国和牛能力共進会※１

（以下、全共）まで、残すところ１年余りとなりま
した。
　新潟県では、「にいがた和牛」の実力を全国に示
す絶好の機会と捉え、出品牛の造成から飼養管理、
出品に至るまでの全ての過程を県内関係団体、機関
が一体となって進める「にいがた和牛チャレンジ対
策」を展開しています。
　この対策には、「種牛の部」と「肉牛の部」があ
りますが、本記事では 「肉牛の部」についての取組
状況を紹介します。
※１全国和牛能力共進会
　全国の優秀な和牛が能力を競う５年に一度の大会。
種牛の部・肉牛の部・特別区（高校・大学校）があ
り、新潟県は「種牛の部（若雌）」および「肉牛の
部（去勢肥育牛）」への出品を予定しています。
２　推進体制

　本対策は、プロジェクトチーム※２会議を通じて、
進捗状況の確認や取組方策の検討を行いながら進め
ています。
　また、現地活動では、JAやJA全農くみあい飼料
（株）、家畜保健衛生所、農業普及指導センター等
と連携しながら取り組んでいます。
※２プロジェクトチーム
　JA全農にいがた、にいがた和牛推進協議会、県
経営普及課、県畜産研究センター、県食品・流通課、
県畜産課を主な構成組織としてR5年に設置
３　これまでの取組状況

　R5～R6年度にかけて、県内の高能力雌牛から採
卵を行い、出品候補牛生産用の受精卵を確保しまし
た。　　
　この受精卵を活用して全共に挑戦する「チャレン
ジ農家」を募集したところ、4戸の生産者から応募
があり、42個の受精卵を譲渡しました。その結果、
９頭のオス子牛が誕生しました。
　こうして生まれた子牛のほか、チャレンジ農家が
自家育成した子牛や県内市場から導入した子牛も加

わり、現在では16頭の出品候補牛がチャレンジ農家
のもとで大切に飼育されています。
　出品候補牛の飼養管理においては、毎月の定期体
測による増体確認に加え、血液検査や超音波肉質診
断を実施し、健康状態や各部位の発達状況をきめ細
かく確認しながら肥育を進めています。
　また、これら飼育管理のほかにも「にいがた和牛
技術向上研修会」を開催し、「肥育成績向上につな
がる哺育・育成技術」や「和牛の調教・毛刈りおよ
び日常管理」をテーマにチャレンジ農家をはじめと
する県内生産者の技術向上を支援してきました。
　全共に向けた取組みはこれからも続きます。引き
続き関係者一丸となって取り組んでいきます。

【全共までの全体計画】

取　組　内　容 実施年度

１ 出品候補牛造成に向けた受精卵作出 R5、R6

２ チャレンジ農家の募集、受精卵の譲渡（移植） R6

３ 出品候補牛出生、哺育・育成指導 R7

４ データ収集、飼養管理指導 R7～R9

５ 出品 R9

第13回全国和牛能力共進会に向けた取組状況について第13回全国和牛能力共進会に向けた取組状況について
～にいがた和牛チャレンジ対策～～にいがた和牛チャレンジ対策～

【にいがた和牛技術向上研修会の様子】【にいがた和牛技術向上研修会の様子】



6 63号（令和８年７月23日）63号（令和８年７月23日）

　７月２日に、佐渡市の高千家畜市場とトキの森公園を訪問し、佐渡の畜産や農業・自然環境の重要性について
学ぶ視察研修を開催しました。
　高千家畜市場では子牛のセリを視察し、出品牛の状態やセリ価格の傾向のほか、島外からの購買者への配慮と
いった離島の市場ならではの取組を見たり、市場関係者や佐渡の子牛生産者、島外購買者の話を聞いたりして、
離島の畜産について学びました。また、トキの森公園では、資料展示館や飼育されているトキの野生に近い状態
が観察できるケージや施設を視察し、島内での保護活動の歴史や取組、それに関わる農業・自然への取組などに
ついて広く学ぶことができました。

　６月６日から８日に「道の駅あがの」（阿賀野市）で「サマースイーツフェスタあがの２０２６」が開催され、
新潟県畜産振興協議会（事務局：新潟県農林水産部畜産課）が初日の６日に「ふれあい畜産パーク」を出展しま
した。パークには４つのブースが並び、「乳用牛ブース」では乳用牛の子牛の展示や酪農に関する情報発信、「み
つばちブース」ではみつばちの展示やはちみつの販売、「闘牛ブース」では闘牛の展示や闘牛に関する情報発信、
「畜産情報発信ブース」では畜産に関する情報発信が行われ、来場者は家畜と直に触れあったり、イベントに参
加したりと、とても楽しんでいる様子が見られました。

にいがた畜産女子会活動 「佐渡の畜産と自然を学ぶ視察」 を実施しました！

「サマースイーツフェスタあがの２０２６」 における畜産ＰＲ活動のご紹介

高千家畜市場でセリの様子を視察しました！高千家畜市場でセリの様子を視察しました！

乳用牛ブースでの人形を使った搾乳体験乳用牛ブースでの人形を使った搾乳体験

トキの森公園では、多くの資料が展示されていました。トキの森公園では、多くの資料が展示されていました。

闘牛ブースでの写真撮影会と情報発信闘牛ブースでの写真撮影会と情報発信



国産
の牛乳

、お肉、卵を食べてまもろう
畜産物を生産するためのコストが

上昇しています。
皆様に国産の畜産物を食べていただくことが

生産者の応援に繋がります。

中央畜産会
TEL.03-6206-0840

東京都千代田区外神田 2-16-2 第 2 ディーアイシービル 9F

全国の畜産会組織は地方競馬の売上の一部を活用して、日本の畜産振興に取り組んでいます。

兵庫県畜産協会（縦85mm×横175mm）

 2025.112

９９
（公社）中央畜産会　経営支援部（情報）  TEL03-6206-0846

（公社）中央畜産会からのお知らせ

◀スマートフォンからはこちら

◀パソコンからはこちらで検索

がんばる畜産

畜産現場の“今”を30分の番組にしました
映像を各種研修会、セミナーにご活用ください
配信中の内容：ヨーロッパアルプ酪農の力とチーズ街道 オースト

リア・ブレゲンツァーヴァルト／日本畜産学会100
周年　第132回大会総集編／国際養鶏養豚総合展
2024 総集編　ほか
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「牛群改良はアセットマネジメント」
新発田市：ABE牧場　　阿部　雄太郎（酪農）　

　日々、搾乳や給餌、そして経営の数字に追われる私たち。飼料価格の高騰や不安定な社会情勢など、

頭を悩ませることは尽きません。しかし、そんな荒波の中でも、私たちが主体的にコントロールでき、

将来の牧場を支えてくれるものが「牛群改良」です。

　以前は牛群改良について一時的な生産性向上の手段と考えていたところ、現在は少し視点が変わって

「アセットマネジメント（資産運用）」と捉えるようになりました。

まず前提として、牛は単なる「乳を出す生産資源」ではありません。一頭が生まれ、子を産み、その血

統が代々継がれていく……。私たちの牧場にいる牛たちは、未来へ繋がる「生きた財産」です。この視

点を持つだけで、日々の交配選びや改良の重みが変わってきます。使い捨ての消耗品としてではなく、

次世代に手渡す大切な資産として捉えるようになると、牛群改良は未来への「投資」に変わります。

　具体的に、アセットマネジメントの視点を取り入れるとは、どういうことでしょうか。

　第一に、「データという名の市場分析」です。直感や相場に流されるのではなく、ゲノミック検査を

活用した評価値や検定によって記録された成績という事実に基づき、長期的に牧場の利益を生み出す牛

を選抜すること。これは、資産運用におけるポートフォリオの最適化と同じです。（知ったかぶり）

　第二に、「リスク管理」です。いくら高能力でも、すぐに淘汰されてしまっては投資回収ができませ

ん。環境への適応性や健康寿命を重視することは、資産の減損を防ぐための重要なリスクヘッジです。

　第三に、「複利効果」を意識すること。牛群改良は、世代を重ねるごとに遺伝的価値が積み上がる

「複利」の事業です。すぐすぐ結果が出るものではありませんが、５年、10年、20年先を見据えて積み

上げた資産価値は、何も対策してこなかった場合と決定的な差を生むことになるのは明白です。

　目の前の作業に追われる日々ではありますが、たまに経営者として、未来の牧場の価値を計算してみ

る。そんな視点を持つようになって改良への取り組み方がぐっと面白みを増しました。

　今日選んだ一頭の種雄牛が、５年後の牧場の

収益力を左右する。この「牛群改良」という資

産管理を突き詰めることは、どんな経済状況に

も揺るがない、強くしなやかな牧場を築く有効

な手段だと感じます。

　新潟の畜産を、牛たちを、次世代へ。使い捨

てではない、輝く財産として繋いでいくために、

これからも継続して、コツコツと、そして着実

に改良に取り組んでいきたいです。

編集後記
　スイーツフェスタあがの2026での「ふれあい畜産パーク」には多くの方々に来ていただ
きましたが、実際の家畜を見たり触れたり、人形の搾乳体験をしたりしている時間が特に
生き生きと楽しんでおられたように感じました。消費者の方に畜産を知ってもらうには、
やはり家畜や現場を体感してもらうことが重要だと再確認できたイベントでした。
� （編集担当：佐藤）
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